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平
成
十
六
年
度

二
月

九
日

尼
崎
市
立
立
花
公
民
館
地
域
現
代
学
講
座
で
､
井
上
さ
や
か

主
任
研
究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が

｢尼
崎
と
万
葉
の

世
界
①
地
域
の
万
葉
歌
｣
を
講
義
｡

二
月

一
四
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
主
任
研

究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が

｢天
孫
降
臨
神
話
①
｣
を

講
義
｡

二
月

一
六
日

尼
崎
市
立
立
花
公
民
館
地
域
現
代
学
講
座
で
'
井
上
さ
や
か

研
究
員
が

｢尼
崎
と
万
葉
の
世
界
②
中
継
点
と
し
て
の
尼
崎
｣

を
講
義
｡

二
月
二
〇
日

和
泉
市
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
よ
も
や
ま
話
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
月
二
三
日

尼
崎
市
立
立
花
公
民
館
地
域
現
代
学
講
座
で
､
井
上
さ
や
か

研
究
員
が

｢尼
崎
と
万
葉
の
世
界
③
万
葉
の
歌
と
こ
こ
ろ
｣
を

講
義
｡

三
月

四
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
年
度
研
修
で
､
松
田
信
彦
研
究
員
が
講
師

を
務
め
る
｡

三
月

六
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第
五
回
研
究
会
開
催
｡
中
村
順
昭
日
本
大
学
教
授
が

｢越
中
守
大
伴
家
持
と
在
地
社
会
｣
を
発
表
｡

三
月

一
四
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
負

が

｢天
孫
降
臨
神
話
②
｣
を
講
義
｡

三
月
二
五
日

｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
三
号
を
発
行
｡

平
成
十
七
年
度

四
月

一
日

松
尾
光
総
括
研
究
員
が
'
副
所
長
兼
総
括
研
究
員
に
就
任
｡

四
月

九
日
～
八
月
二
〇
日

和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
市
民
カ
レ
ッ
ジ
で

｢万

葉
集
と
遊
ぶ
｣
と
題
し
て
､
寺
川
虞
知
夫
所
長

･
松
尾
光
副
所

長

･
松
田
信
彦
研
究
員

･
井
上
さ
や
か
主
任
研
究
員
が
､
計

一

〇
回
講
演
｡

四
月
二
三
日

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
に
よ
る
歌
碑

(二
一
〇
番
歌
)
の
除
幕
式
を
執
行
｡
志
野
保
則
次
長
が
参
列
｡

四
月
二
五
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢野
明
天
皇
の
国
見
歌
｣
を
講
義
｡

四
月
二
七
日

奈
良
県
立
高
田
高
校
の
総
合
学
習

｢
や
ま
と
学
｣
で
､
松
田

信
彦
研
究
員
が
講
師
と
し
て
､
｢万
葉
文
化
と
そ
の
周
辺
｣
を

講
義

(は
か
に
五
月
十
三
日
･
同
十
八
日
)

五
月
二
三
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢柿
本
人
麻
呂
の
天
皇
讃
歌
｣
を
講
義
｡

五
月
二
九
日

第
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究

｢古
代
儀
礼
と
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万
葉
集
｣
の
第

一
回
研
究
会
を
開
催
｡
共
同
研
究
員
は
､
研
究

所
員
の
は
か
､
鎌
田
東
二
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
､
嶋
田
義

仁
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
､
高
橋
孝
信
東
京
大
学
教
授
､
辰

巳
正
明
国
学
院
大
学
教
授
｡

六
月

一
二
日

古
事
記
学
会
平
成
十
七
年
度
大
会

(於

･
芦
屋
大
学
)
で
､

松
田
信
彦
研
究
員
が

｢
日
本
書
紀
に
お
け
る
欠
史
八
代
の
問
題

-
本
文
の
性
格
を
と
お
し
て
-
｣
と
題
し
て
研
究
発
表
｡

六
月

一
六
日

尼
崎
市
立
武
庫
公
民
館
の
武
庫
市
民
大
学
で
､
井
上
さ
や
か

研
究
員
が

｢万
葉
よ
も
や
ま
話
｣
と
題
し
て
講
演
｡

六
月
二
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢山
部
赤
人
の
風
土
讃
歌
｣
を
講
義
｡

七
月

二
日

寓

一
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
寺
川
虞
知
夫
所
長

が

｢相
聞
歌
に
お
け
る
仏
教
的
表
現
｣
を
講
演
｡

七
月

九
日

第

一
三
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
松
尾
光
副
所
長
が

｢散
り
い
そ
ぐ
恋
人
た
ち
｣
を
講
演
｡

七
月

一
一
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢大
伴
家
持
の
美
景
讃
歌
｣
を
講
義
｡

七
月

一
六
日

第

一
四
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢万
葉
集
と
四
季
｣
を
講
演
｡

七
月
二
三
日

夏
休
み
親
子
万
葉
教
室
の
講
師
を
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

務
め
る
｡

七
月
二
四
日

夏
休
み
親
子
万
葉
教
室
の
講
師
を
､
松
尾
光
副
所
長
が
務
め

る
｡

七
月
二
七
日

延
岡
城
祉
薪
能
実
行
委
員
会
能
楽
入
門
講
座
で
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢能

･
葵
上
と
女
歌
の
歴
史
｣
を
講
義
｡

七
月
三
〇
日

海
外
研
修
員
と
し
て
沈
琳
氏
が
赴
任
｡

七
月
三
十
日
～
七
月
三

一
日

第
四
回
夏
期
セ
､､､
ナ
I
を
開
催
｡
講
師

･
演

題
は
寺
川
寅
知
夫
所
長

｢人
麻
呂
の
帝
旅
歌
｣､
松
田
信
彦
研

究
員

｢『
日
本
書
紀
』
の
省
略
に
つ
い
て
｣､
東
茂
美
福
岡
女
学

院
大
学
教
授

｢憶
良
の
帰
去
来
I
あ
た
ら
し
い
作
家
論
へ
の
試

み
-
｣､
松
尾
光
副
所
長

｢大
伴
家
持
と
政
争
｣､
井
上
さ
や
か

研
究
員

｢万
葉
集
に
お
け
る
物
色
の
表
現
｣
､
日
下
雅
義
徳
島

文
理
大
学
教
授

｢『万
葉
集
』
に
河
川
の
景
を
読
む
｣｡
参
加
者

は
実
数
が
九
名
､
の
べ
一
七
人
｡

七
月
三

一
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第
六
回
研
究
会
開
催
｡
戒
中
し
の
ぶ
大
東
文
化
大
学

教
授
が

｢平
城
万
葉
の
仏
教
的
基
盤
と
そ
の
形
成
｣
を
発
表
｡

八
月

二
日

薬
師
寺
夏
休
み
寺
子
屋
に
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢古
代
に
お

け
る
食
事
｣
と
題
し
て
講
演
｡

八
月
四
～
五
日

第
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
の
第
二
回

･

第
三
回
研
究
会
を
開
催
｡
発
表
は
'
嶋
田
義
仁
名
古
屋
大
学
大

学
院
教
授
｡
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八
月
二
〇
日

親
子
万
葉
教
室
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡

八
月
二

一
日

親
子
万
葉
教
室
で
､
松
田
信
彦
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡

八
月

七
日

第

一
五
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
上
野
誠
副
所
長
が

｢
ド
ン
グ
リ
で
染
め
た
衣
-
万
葉
び
と
の
生
活
-
｣
を
講
演
｡

八
月
二
〇
日
～
二
五
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信

行
日
本
大
学
教
授
)
と
し
て
'
韓
国
調
査
｡
第
七
回
研
究
会
を

実
施
｡

八
月
二
二
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢讃
歌
様
式
の
展
開
｣
を
講
義
｡

八
月

一
九
日

第

一
六
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢
日
本
書
紀
の
神
話
｣

を
講
演
｡

九
月

一
二
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
､
松
尾
光
副
所
長
が

｢飛
鳥
池
工
房
遺
跡
出
土
の
天
皇
木
簡
｣
を
講
義
｡

九
月

一
八
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第
八
回
研
究
会
開
催
｡
木
本
好
信
甲
子
園
短
期
大
学

教
授
が

｢大
伴
家
持
四
題
-
政
治
権
力
の
動
向
を
中
心
と
し
て

･
そ
の
反
藤
原
氏
的
な

1
生
-
｣
を
発
表
｡

九
月

一
九
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第

一
回
委
託
共
同
研
究

｢奈
良
県
に
お

け
る
万
葉
古
代
学
研
究
関
連
研
究
の
史
的
研
究
｣
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
､
｢万
葉
の
旅
こ
こ
に
始
ま
る
｣
を
開
催
｡

橋
本
雅
之
皇
学
館
大
学
教
授

･
毛
利
正
守
大
阪
市
立
大
学
大
学

院
教
授

･
垣
見
修
司
関
西
中
央
高
校
教
諭

･
井
ノ
ロ
史
併
教
大

学
非
常
勤
講
師

･
坂
本
信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
が
基
調
報
告

を
し
た
あ
と
､
乾
善
彦
大
阪
府
立
大
学
教
授

･
出
田
和
久
奈
良

女
子
大
学
教
授

･
影
山
尚
之
園
田
学
園
女
子
大
学
教
授

･
舘
野

和
己
奈
良
女
子
大
学
教
授

･
武
藤
康
弘
奈
良
女
子
大
学
助
教
授

が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
な
う
｡
参

加
者
は

一
一
七
名
｡

九
月
二
四
日

井
上
さ
や
か
研
究
員
が
美
夫
君
志
会
万
葉
ゼ
､､､
ナ
-
ル
で

｢鳴
-
鹿
を
詠
む
歌
-
日
中
対
照
比
較
の
視
点
か
ら
-
｣
と
題

し
て
研
究
発
表
｡

一
〇
月

一
七
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
､
松
尾
光
副
所
長
が

｢甲
斐
国
の
防
人
木
簡
｣
を
講
義
｡

一
〇
月
二

一
日

国
学
院
大
学
生
涯
学
習
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
､
上
野
誠
副

所
長
が

｢万
葉
集
の
庭
園
と
文
学
｣
､
松
尾
光
副
所
長
が

｢古

代
の
庭
園
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
〇
月
二
二
日
～
一
一
月
二
七
日

企
画
展

｢万
葉
集
と
の
出
会
い
-
万
葉
文

化
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
-
｣
を
開
催
｡

二

月

一
四
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢海
幸
山
幸
神
話
①
｣
を
講
義
｡

1
1
月

六
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第
九
回
研
究
会
開
催
｡
梶
裕
史
法
政
大
学
助
教
授
が
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｢庭
園
宴
遊
と

『自
然
』
詠
-
大
伴
家
持

『布
勢
水
海
遊
覧
』

歌
群
の
1
考
察
I
｣
を
発
表
｡

二

月

1
三
日

井
上
さ
や
か
研
究
員
が
美
夫
君
志
会
十

1
月
例
会
で

｢弟
上

娘
子
の
歌
-
恋
歌
の
表
現
と
物
語
的
構
成
-
｣
と
題
し
て
研

究
発
表
｡

一
一
月
二
三
日

第
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
の
第
四
回
研
究

会
を
開
催
｡
発
表
は
､
後
藤
明
同
志
社
女
子
大
学
教
授

･
松
田

信
彦
研
究
員
｡

一
二
月

四
日

沈
琳
海
外
研
修
員
が
友
の
会
講
座
で

｢文
学
作
品
の
翻
訳
か

ら
み
た
日
中
文
化
の
違
い
｣
を
講
演
｡

一
二
月

六
日

尼
崎
市
中
央
公
民
館
市
民
大
学
教
養
講
座
で
､
井
上
さ
や
か

研
究
員
が

｢尼
崎
の
万
葉
歌
-
古
代
の
尼
崎
は
ど
の
よ
う
に
歌

に
よ
ま
れ
て
い
る
か
-
｣
を
講
義
｡

一
二
月

一
二
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
負

が

｢海
幸
山
幸
神
話
②
｣
を
講
義
｡

一
月
七
日
～
八
日

第
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
の
第
五
回

･
第
六
回
研
究
会
を
開
催
｡
発
表
は
､
藤
村
久
和
北
海
学
園
大

学
教
授

･
李
岩

(中
国
)
中
央
民
族
大
学
教
授
｡

一
月

一
六
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢神
武
天
皇
東
征
の
物
語
①
｣
を
講
義
｡

一
月

一
七
日

尼
崎
市
中
央
公
民
館
市
民
大
学
教
養
講
座
で
､
井
上
さ
や
か

研
究
員
が

｢万
葉
集
の
魅
力
-
万
葉
人
は
な
に
を
感
じ
ど
う
生

き
た
の
か
-
｣
を
講
義
.

一
月
二
八
日

松
田
信
彦
研
究
員
が
古
事
記
学
会
分
科
会
で
日
本
書
紀
講
読

｢巻
四
･
欠
史
八
代
｣
を
発
表
｡

一
月
二
八
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第

一
〇
回
研
究
会
開
催
｡
藤
原
茂
樹
慶
魔
義
塾
大
学

教
授
が

｢流
転
す
る
謡
歌
-

催
馬
楽
の
質
I
｣
を
発
表
｡
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◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
十
七
年
二
月
～
平
成
十
八
年

一
月
)

松

尾

光

[著
書
]

○
『古
代
の
豪
族
と
社
会
』
(笠
間
書
院
刊
)､
平
成
十
七
年
三
月
｡

[研
究
論
文
]

O
｢出
雲
市
青
木
遺
跡
の
出
土
木
簡
に
つ
い
て
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年

報
｣
三
号
)､
平
成
十
七
年
三
月
｡

O
｢第

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
報
告

･
日
本
古
代
史
の
視

点
か
ら
/
宴
の
場
の
成
立
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
三
号
)､
平

成
十
七
年
三
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
平
成
十
七
年
二
月
～

十
二
月
｡

O
｢吉
士
火
麻
呂
の
母
｣
(｢疎
｣
二
二
〇
号
)､
平
成
十
七
年
二
月
｡

O
｢蘇
我
氏
の
研
究
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
巻
四
号
)､
平
成
十
七
年

四
月
｡

O
｢大
王
権
威
の
昂
揚
を
目
論
む

『対
等
外
交
』
の
演
出
｣
(｢歴
史
群
像
｣

七
十
七
号
)､
平
成
十
七
年
五
月
｡

○
担
当
執
筆

｢額
田
王
秀
歌
鑑
賞
｣
(『女
流
歌
人

額
田
王

･
笠
郎
女

人

と
作
品
』
お
う
ふ
う
刊
)'
平
成
十
七
年
九
月
｡

O
｢大
和
三
山
と
藤
原
京
に
つ
い
て
｣
(｢
さ
わ
や
か
ラ
イ
フ
奈
良
｣
二
〇
〇

五
年
秋
号
)､
平
成
十
七
年
九
月
｡

O
｢天
武
天
皇
｣
｢持
統
天
皇
｣
｢文
武
天
皇
｣
｢元
明
天
皇
｣
｢元
正
天
皇
｣

(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
巻
十

一
号
)､
平
成
十
七
年
十

一
月
｡

O
｢倭
姫
王
｣
｢戯
野
讃
良
皇
女
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
巻
十
二
号
)､

平
成
十
七
年
十
二
月
｡

O
｢歴
史
学
と
趣
味
｣
(｢期
｣
四
十
八
号
)､
平
成
十
七
年
十

一
月
｡

O
｢甲
斐
国
防
人
の
木
簡
｣
(｢歴
研
よ
こ
は
ま
｣
五
十
七
号
)､
平
成
十
七

年
十

一
月
｡

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑤
/
蒔
け
る
田
･
植
ゑ
し
田
｣
(｢天
飛
ぶ
｣

十
三
号
)､
平
成
十
七
年
十

一
月
｡

O
｢持
続
女
帝
の
吉
野
行
幸
｣
(｢疎
｣
二
三
〇
号
)､
平
成
十
七
年
十
二
月
｡
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松
田
信
彦

[研
究
論
文
]

O
｢天
皇
即
位
表
現
か
ら
見
た
日
本
書
紀
本
文
の
一
側
面
｣
(｢万
葉
古
代
学

研
究
所
年
報
｣
三
号
)､
平
成
十
七
年
三
月
｡

O
｢第

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
報
告

･
古
代
歌
謡
の
視
点

か
ら
/
古
代
歌
謡
に
お
け
る
短
歌
形
式
の
一
側
面
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究

所
年
報
｣
三
号
)､
平
成
十
七
年
三
月
｡

O
｢
日
本
書
紀
に
お
け
る
欠
史
八
代
の
性
格
｣
(｢古
事
記
年
報
｣
四
十
八
)､

平
成
十
八
年

一
月
｡



[研
究
発
表
]

O
｢
日
本
書
紀
に
お
け
る
欠
史
八
代
の
問
題
-
本
文
の
性
格
を
と
お
し
て
-
｣

(古
事
記
学
会
平
成
十
七
年
度
大
会

)､
平
成
十
七
年
六
月
｡

○
日
本
書
紀
講
読

｢巻
四
･
欠
史
八
代
｣
(古
事
記
学
会
分
科
会
)､
平
成
十

八
年

一
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
平
成
十
七
年
二
月
～

十
二
月
｡

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
④
/
秋
の
気
配
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
十
二
号
)､

平
成
十
七
年
七
月
｡

○
担
当
執
筆

｢茅
上
娘
子
秀
歌
鑑
賞
｣
(『女
流
歌
人

額
田
王

･
笠
郎
女

人
と
作
品
』
お
う
ふ
う
刊
)､
平
成
十
七
年
九
月
｡

○
担
当
執
筆

｢創
世
神
話
｣
な
ど
四
項
目

(『古
事
記
が
わ
か
る
事
典
』
日

本
実
業
出
版
社
刊
)､
平
成
十
七
年
十

一
月
｡

井
上
さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢上
代
語
嚢
と
し
て
の

『
し
ぐ
れ
』｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
三

号
)､
平
成
十
七
年
三
月
｡

O
｢第

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
報
告

･
万
葉
研
究
の
視
点

か
ら
/
万
葉
歌
に
お
け
る
古
代
の
発
想
と
表
現
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所

年
報
｣
三
号
)､
平
成
十
七
年
三
月
｡

O
｢山
部
赤
人
と
風
土
讃
歌
の
伝
統
-
新
し
い
讃
歌
の
誕
生
-
｣
(『高
市
黒

人

･
山
部
赤
人

人
と
作
品
』
お
う
ふ
う
刊
)､
平
成
十
七
年
九
月
｡

[研
究
発
表
]

O
｢鳴
く
鹿
を
詠
む
歌
-
日
中
対
照
比
較
の
視
点
か
ら
I
｣
(美
夫
君
志
会

万
葉
ゼ
､､､
ナ
-
ル
)､
平
成
十
七
年
九
月
｡

O
｢弟
上
娘
子
の
歌
-
恋
歌
の
表
現
と
物
語
的
構
成
-
｣
(美
夫
君
志
会
十

一
月
例
会
)'
平
成
十
七
年
十

一
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
平
成
十
七
年
二
月
～

平
成
十
八
年

一
月
｡

O
｢新
刊
紹
介
/
真
下
厚
氏
著

『万
葉
歌
生
成
論
』｣
(｢美
夫
君
志
｣
第
七

十
号
)､
平
成
十
七
年
三
月
｡

○
共
同
執
筆

｢
口
訳
付
高
市
黒
人
全
歌
集
｣
(『高
市
黒
人

･
山
部
赤
人

人

と
作
品
』
お
う
ふ
う
刊
)､
平
成
十
七
年
九
月
｡

○
共
同
執
筆

｢
口
訳
付
山
部
赤
人
全
歌
集
｣
(『高
市
黒
人

･
山
部
赤
人

人

と
作
品
』
お
う
ふ
う
刊
)､
平
成
十
七
年
九
月
｡

○
担
当
執
筆

｢巻
四
･
五
三

二

｢巻
十
六

･
三
八
二
四
｣
(『
セ
ミ
ナ
ー
万

葉
の
歌
人
と
作
品

第
十
二
巻

万
葉
秀
歌
抄
』
和
泉
書
院
刊
)､
平
成

十
七
年
十

一
月
｡
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